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のシンポジウムにおいて歴史的な太い絆があったことが三人の報告者による発表によって
証明されたように思われる。国家間の対話が必要なことは言うまでもないが、地方大学間
の学術交流が日韓関係に新しい展望を開くものであることを感じ取っていただければ幸い
である。
 （INOUEAtsushi）
